相談支援体制の充実に向けた大阪府の取り組みについて

１．相談支援体制整備事業【障がい者相談支援アドバイザー派遣事業】
（１）目的及び事業内容

　障がい者の相談支援に関し専門性の高いアドバイザーを派遣し、地域のネットワーク構築にむけた指導・調整等、広域的支援を行うことにより地域における相談支援体制の整備を推進することを目的として実施する。

　大阪府を４圏域にわけ、地域ごとに３障がいそれぞれの担当アドバイザーを配置し、市町村及び指定相談支援事業所のアドバイザー派遣依頼により、適切なアドバイザーを派遣し、助言・アドバイス等を行う。

（２）実績

参考資料④のとおり

２．相談支援体制整備特別支援事業【特別アドバイザー派遣（招聘支援）事業】
（１）目的及び事業内容

　大阪府及び市町村（地域自立支援協議会又は同準備会を含む）が主催する以下の取り組みに対し、技術的な助言及び先進的な取り組みの紹介等を行うため、先進的な取り組みをしている大阪府外の相談支援事業者、行政担当者、その他障がい福祉サービスに関わる実務者、学識経験者の派遣又招聘の支援を行う。

　①地域の相談支援体制の構築や充実強化のための研修会又は連絡会の開催

　②地域自立支援協議会の設置、運営に関する勉強会の開催

　③地域自立支援協議会の趣旨を関係機関及び地域住民に普及啓発するための研修会の開催

（２）招聘支援実績

　参考資料⑤のとおり

（３）地域自立支援協議会に関する研修会の実施

第1回

　日時　　平成20年11月19日（水）

　　　　　　　第1部　14時～16時15分

　　　　　　　第2部　16時30分～18時

　場所　　大阪府立女性総合センター（ドーンセンター）パフォーマンス・スペース

　参加者　１０７名　（市町村職員・委託相談支援事業所ほか）

　内容　　第1部　実績報告　　

秋田県湯沢市福祉事務所　福祉課　主幹　佐藤 博 氏

　　　　　　岡山県倉敷市役所障害福祉課　大橋 俊文 氏

　　　　　　地域支援センターあいあいみしま（茨木市委託相談支援事業所）　坪倉 浩治 氏

　　　　　第２部　意見交換会

　　　　　　「わたしの街の地域自立支援協議会」をテーマに、第１部の講師を交えて参加者によるワールドカフェ形式の意見交換会を実施
第2回

　日時　　平成21年3月19日（木）　13時～16時

　場所　　大阪府庁本館１階　共用会議室

　参加者　２５名　（市町村職員・委託相談支援事業所職員）
内容　　「プロセス探求」・障がい者相談支援事業

第1部 講義　　那覇市健康福祉部福祉政策課長　島村 聡 氏

第2部 ワークショップ
３．大阪府障がい児者支援広域連絡調整会議の開催

（１）目的及び事業内容

　府域における相談支援が適切に実施されるよう、圏域内における、福祉・保健・教育・労働等各分野の関係機関との連携及び協働体制を確立するため、広域的な見地から次に掲げる項目を協議・検討する。
　①地域自立支援協議会等における連携方策等に関すること
　②相談支援の適切な実施上の課題に関すること

　③地域社会資源の現状評価と分析、開発等にかかる課題に関すること

　④ケアマネジメント推進体制に関すること
　⑤その他目的達成のために必要な項目に関すること
（２）実績

　参考資料⑥のとおり

４．相談支援従事者研修の開催

（１）目的及び事業内容

　障がい者等の相談や本人のニーズに基づく地域生活を実現するために、総合的な支援計画の作成と調整を行う相談支援事業者を養成する。
（２）実績

　参考資料⑦のとおり

５．その他

「地域生活移行・生活支援における相談支援機能強化方策検討事業」
（厚生労働省障害者自立支援調査研究プロジェクト）
（１）目的及び事業内容

　　地域移行支援を進めていくうえでは、施設入所者に、地域での暮らしぶりのイメージを伝え、エンパワメントするピアカウンセリングの役割が重要である。そこで、地域生活支援におけるピアカウンセリングの活用手法の検討と効果検証を行う。

　①調査・研究

　　検討委員会を設置し、現状分析・課題検討を行い、有効な支援方法を検討する。

　②地域生活移行におけるピアカウンセリングの活用の施行実施

　　施設及び入所者、地域移行をした障がい者を中心としたピアカウンセラーの派遣等を施行実施し、地域移行支援における効果を検証する。

（２）実績

　　別冊資料①のとおり
資料　３








